
普
通
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
18
年
度
は
、
市
町
村
合
併

１
年
目
に
あ
た
り
、
大
変
厳
し
い

財
政
環
境
の
も
と
で
地
域
福
祉
の

充
実
、
住
民
に
身
近
な
社
会
資
本

等
の
整
備
や
自
主
的
、
主
体
的
な

地
域
づ
く
り
な
ど
の
各
種
施
策
の

推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総

額
88
億
４
２
１
１
万
円
、
歳
出
総

額
85
億
１
６
３
８
万
円
、
歳
入
歳

出
差
引
は
３
億
２
５
７
３
万
円
と

な
り
翌
年
度
繰
越
財
源
の
１
０
１

６
万
円
を
控
除
す
る
と
、
実
質
収

支
は
３
億
１
５
５
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
道
整
備
６
億
３

５
３
９
万
円
、
港
湾
整
備
４
億
４

３
６
６
万
円
、
農
業
農
村
整
備
２

億
２
９
３
４
万
円
、
漁
港
整
備
２

億
４
２
１
万
円
、
災
害
復
旧
２
億

６
０
２
１
万
円
な
ど
投
資
的
経
費

に
21
億
３
９
１
１
万
円
を
投
資
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
の
報
告
を
通
じ
、
町

財
政
の
実
情
に
つ
い
て
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
町
政
運
営
に

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　町民の皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、私たちの生活をよりよくする
ためにいろいろな形で使われています。
　これらがどれくらい納められ、どのように使われているかを知っていただくために、
平成 18 年度の決算を報告します。歳出は、目的別と性質別に分けてお知らせします。

平成 18 年度決算報告

自主財源

　
　
　
　
　
　
　

　

源　　　財
　

　

　
存

　
　

　
依

歳入
88 億

4211 万円

町税
7億1721万8千円

8.1％

分担金及び負担金
2億223万6千円

2.3％
繰入金

1億2621万7千円
1.4％

その他
2億9638万円

3.4％

地方交付税
43億7034万3千円

49.4％

町債
14億5860万円

16.5％

県支出金
7億8063万9千円

8.8％

国庫支出金
5億8323万2千円

6.6％

地方譲与税
1億5741万円

1.8％

その他
1億4983万5千円

1.7％

　 義　
務
　
的
　
経
　
費

　
　　　費経

的
資

投　
　
　
そ
の
他

経
費

歳出
（性質別）
85 億
1637 万
8 千円

人件費
16億2830万4千円

19.1％

公債費
15億6645万5千円

18.4％

扶助費
8億631万1千円

9.5％

投資的経費
21億3910万9千円

25.1％

物件費
8億4818万6千円

10.0％

補助費等
6億4139万8千円

7.5％

繰出金
6億3179万7千円

7.4％

積立金
2億14万3千円

2.4％

その他
5467万5千円

0.6％

自主財源は 15.2％
　歳入では、町税や分担金及び負担金など

の自主財源が 13 億 4205 万 1 千円、地方交

付税や町債などの依存財源が 75 億 0005 万

9 千円です。町の財源には、町税などの自

分たちで収入を得る「自主財源」と、地方

交付税などのように国や県などから交付さ

れる「依存財源」の２種類があります。自

主財源が多いほど、自主性が高いまちづく

りができます。本町の財源に占める割合は

15.2％でした。

88 億 4211 万円
行
政
用
語
の
解
説
１

■
実
質
収
支

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
決
算

額■
投
資
的
経
費

投
資
的
経
費
は
、
生
産
的
経
費
と
も

い
わ
れ
、
こ
れ
に
分
類
で
き
る
性
質

別
経
費
と
し
て
は
、
普
通
建
設
事
業

費
、
災
害
復
旧
事
業
費
、
失
業
対
策

事
業
費
が
あ
げ
ら
れ
る
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